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広報

第６回昭和の秋まつりが

10月５日に村総合福祉センター

をメーン会場に行われました。

当日は約１万3000人が来場。5,000

人分のコンニャク鍋など、来場者たちは

〝昭和の秋〟を満喫していました。（写真は投げ餅）
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ト
ッ
プ
の
地
方
交
付
税
は
前
年

度
比
で
２
億
２
、
５
０
１
万
３
千

円
の
減
少
（
▲
10
・
７
％
）
で
す
。

村
税
は
前
年
度
比
で
４
０
２
万

９
千
円
の
減
少
（
▲
０
・
６
％
）。

法
人
税
の
減
少
と
、
望
郷
ラ
イ
ン

整
備
事
業
に
伴
う
用
地
の
譲
渡
所

得
の
減
少
が
お
も
な
要
因
で
す
。

住
民
税
の
徴
収
率
は
、
96
・
２
％

で
す
。

県
支
出
金
は
、
前
年
度
比
９
、

１
８
９
万
７
千
円
の
増
加
（
35
・

１
％
）。
松
ノ
木
平
第
一
住
民
セ

ン
タ
ー
の
新
築
や
観
光
ト
イ
レ
の

新
設
、
元
気
の
家
の
建
設
な
ど
が

お
も
な
要
因
で
す
。

村
の
借
金
で
あ
る
村
債
は
、
前

年
度
比
７
、
９
２
０
万
円
の
増
加

（
36
・
６
％
）。
臨
時
財
政
対
策
債

の
借
り
入
れ
増
が
要
因
で
す
。

自
主
財
源
は
11
億
５
、
０
５
１

万
７
千
円
で
、
歳
入
総
額
の
28
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
の

依
存
財
源
は
28
億
７
、
９
１
４
万

８
千
円
で
、
総
額
の
71
・
４
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
は
、
前
年
度
比
３
億

５
、
１
４
９
万
５
千
円
の
減
少

（
▲
８
・
０
％
）で
す
。

歳 入
ト
ッ
プ
は
地
方
交
付

税
で
２
億
2,501
万
円
減

平成14年度の一般会計・特別会計の決算が９月定例議会で認定されました。
一般会計の歳入総額は40億2,966万５千円、歳出は37億8,894万８千円でした。

このページでは、14年度決算についてお知らせします。

歳出総額は38億円一般会計
14年度決算

■用語の解説（歳入）

●地方交付税　地方公共団体が
行う業務を、すべての市町村が
同じように行えるために、ある
一定の基準で国が市町村に支給
するお金。

●村税　皆さんからの税金で賄
われるお金。昭和村では、村民
税、固定資産税、たばこ税、軽

自動車税等が村税になる。

●繰入金　他会計や基金などか
ら繰り入れたお金。

●県支出金　県から市町村へ、
特定の事業に対して支給される
お金。

●国庫支出金　国から市町村
へ、特定の事業に対して支給さ

れるお金。

●村債　事業を行うために村が
借りるお金。

●地方譲与税　国税として徴収
したものを、市町村に対して譲
与するお金。

地方交付税�
18億7,814万9千円�

(46.6%)�
�

村税�
6億1,797万1千円�

(15.3%)�
�

自動車取得税交付金�
6,618万9千円(1.7%)�
�

国庫支出金  8,394万3千円(2.1%)�
�

繰越金  8,843万円(2.2%)�
�

諸収入�
１億2,142万7千円(3.0%)�
�
地方譲与税�
１億2,649万9千円(3.1%)�
�

その他�
１億5,553万3千円(3.9%)�
�

繰入金�
２億４,227万2千円(6.0%)�
�
村債�
２億9,540万円(7.3%)�
�

�

県支出金�
３億5,385万2千円(8.8%)�
�

�

歳 入 40億2,966万５千円
村税の内訳
村税の総額は、６億1,797

万１千円。村民一人あたりに
換算すると、７万7,898円の
税収がありました。

●村民税

●固定資産税

●軽自動車税

●たばこ税

●特別土地保有税

１億9,498万９千円

３億5,337万５千円

1,869万７千円

4,890万３千円

200万７千円
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■用語の解説（歳出）

●農林水産業費　農林業の振興
や土地改良事業の経費。

●民生費　社会福祉（昭和の
湯・福祉センターの運営など）
や児童福祉（保育園の管理・運
営など）、老人福祉の経費。

●総務費　おもに人件費や事務
費、広報しょうわの発行、オフ
トーク通信、選挙などのお金。

●公債費　村債の元金や利子の
返済などで、毎年返さなければ
ならないお金。

●教育費　学校教育（小中学校
の管理費）や社会教育（講演会
や各種体育大会などの開催）、
給食センターの経費など。

●衛生費　病気予防の各種健診
や母子保健事業の経費。毎日家
庭から出るごみ処理のための経

費など。

●消防費　消防・防災施設整備
の経費（消防団の運営、消防ポ
ンプ車の購入など）。

●議会費　村議会の運営の経費
や議員報酬など。

●災害復旧費　降雨や土砂災害
などによる道路復旧などの経
費。

目
的
別
の
ト
ッ
プ
は
農
林
水
産

業
費
で
、
前
年
度
比
９
、
６
４
２

万
９
千
円
の
増
加
（
10
・
３
％
）。

総
務
費
は
前
年
度
比
６
、
６
０

３
万
３
千
円
の
減
少
（
▲
10
・

０
％
）
で
す
。
こ
れ
は
民
放
テ
レ

ビ
放
送
難
視
聴
解
消
事
業
の
完
了

と
、
第
３
セ
ク
タ
ー
「
昭
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
発
（
株
）」
へ

の
出
資
金
の
減
少
が
お
も
な
要
因

で
す
。

民
生
費
は
前
年
度
比
２
億
６
、

２
９
２
万
６
千
円
の
減
少（
▲
32
・

２
％
）。こ
れ
は
国
民
年
金
事
務
が

村
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
に
移
っ

た
こ
と
で
、
印
紙
購
入
費
が
減
っ

た
こ
と
が
お
も
な
要
因
で
す
。

公
債
費
は
前
年
度
比
１
、
０
８

６
万
円
の
減
少
（
▲
２
・
５
％
）。

教
育
費
は
３
億
８
、
３
６
０
万

２
千
円
で
、
前
年
度
比
７
、
５
４

６
万
１
千
円
の
減
少
（
▲
16
・

４
％
）
で
す
。
こ
れ
は
大
河
原
小

学
校
の
校
庭
整
備
と
暖
房
施
設
の

整
備
が
終
わ
っ
た
こ
と
が
お
も
な

要
因
で
す
。

歳
出
総
額
で
は
、
前
年
度
比
で

２
億
９
、
９
１
２
万
８
千
円
の
減
少

（
▲
７
・
３
％
）
で
す
。

歳 出
民
生
費
が
２
億
6,292
万

円
減

農林水産業費�
10億2,827万9千円�

(27.1%)�
�

総務費�
５億9,759万3千円�

(15.8%)�
�

民生費�
５億5,332万9千円(14.6%)�
�

公債費�
４億2,335万円(11.2%)�
�

教育費�
３億8,360万2千円(10.1%)�
�

衛生費�
３億1,250万5千円(8.2%)�
�

消防費�
２億3,413万9千円(6.2%)�
�

その他�
２億5,615万1千円(6.8%)�
�

歳 出 37億8,894万８千円性
質
別
歳
出
状
況

８億1,130万２千円

５億2,750万７千円

5,772万円

１億6,961万４千円

７億3,855万８千円

５億2,623万９千円

0円

４億2,335万円

12万４千円

911万１千円

５億2,529万１千円

13万２千円

37億8,894万８千円

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普通建設事業費

災害復旧事業費

公 債 費

積 立 金

投資及び出資金

繰 出 金

貸 付 金

合 計

決　　算　　額歳 出 科 目

14年度決算
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歳出のおもな費用を見てみよう
このページでは、歳出を目的別にお知らせします。各費用のおもな経費を見てみましょう。

３億1,250万５千円

●沼田市外三箇村清掃施設組合へ

の負担金　　　　　　

●健康診査事業費

10億2,827万９千円

●県営赤城原畑地帯総合土地改良

事業元利償還負担金

●国営赤城西麓土地改良事業負担金

●県営赤城西麓土地改良事業費負

担金

●赤城西麓土地改良区補助金

●ふるさと農道緊急整備事業（利

根昭和地区）負担金

●「色あざやかな群馬」施設整備

事業費補助金

●ガンバル農地再生特別対策事業

補助金

衛生費

農林水産業費

5,789万円

2,263万円

6,769万円

１億9,361万円

１億495万円

4,954万円

4,500万円

2,317万円

1,224万円

●税金の賦課徴収に係る電算等業

務費

●住民基本台帳ネットワークシス

テムセキュリティ基盤整備工事請

負費

●路線バス運行費補助金

５億5,332万９千円

●第一・第二保育園の村営の保育

園費

●子育保育園への民間保育所運営

委託料

●福祉センター運営管理委託料

●福祉センター和風風呂浴室改修

工事

●「元気の家」建設工事

●老人福祉施設入所委託料

民生費

1,369万円

711万円

2,370万円

１億1,786万円

5,013万円

4,219万円

1,537万円

1,860万円

1,828万円

9,187万７千円

●議員報酬

●各種手当　　　　　　

５億9,759万３千円

●第３セクター昭和の森㈲への施

設管理委託料

●観光トイレ設置工事

●オフトーク通信料

●利根沼田文化会館管理費負担金

●松ノ木平第一住民センター建設

工事補助金

議会費

総務費

4,533万円

2,072万円

2,502万円

1,277万円

1,240万円

1,039万円

887万円
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●赤谷地区防火水槽新設工事

●長者久保地区防火水槽新設工事

●中野地区防火水槽新設工事

３億8,360万２千円

●児童生徒遠距離通学費負担金

●村内３校の小学校管理費

●昭和中学校管理費
●昭和南学童クラブの改築工事費

●給食管理総務費

４億2,335万円

●地域総合整備事業債償還元金

●一般公共事業債償還元金

●義務教育施設整備事業債償還元
金
●過疎対策事業債償還元金

●地方総合整備事業債償還利子

●一般公共事業債償還利子

教育費

公債費

455万円

470万円

494万円

1,177万円

3,105万円

1,831万円

955万円
1,869万円

１億3,129万円

１億1,206万円

3,709万円

3,062万円

2,800万円

1,812万円

●農業近代化資金利子補給費補助

金　　　　　　

１億5,336万６千円

●村道維持補修工事

●村道池原線道路改良工事

●凍結道路砂撒き委託料

●除雪重機借上料

２億3,413万９千円

●広域消防費負担金

●第４分団・第８分団の消防ポン

プ自動車購入、２台分

●第４分団詰所新築工事

●追分地区防火水槽新設工事

●大河原地区防火水槽新設工事

土木費

消防費

1,442万円

5,322万円

1,375万円

1,273万円

1,134万円

１億711万円

3,034万円

1,229万円

491万円

457万円

歳 入

歳 出

４億4,267万４千円

４億3,087万５千円

介 護 保 険 特 別 会 計

前年度比で、歳入は3,969万３

千円の増加、歳出は4,950万３千

円の増加となりました。

歳 入

歳 出

５億6,989万６千円

５億5,589万３千円

農業集落排水事業特別会計

前年度比で、歳入は9,806万７

千円の減少、歳出は9,535万３千

円の減少となりました。

歳 入

歳 出

３億7,111万４千円

３億5,268万８千円

簡易水道事業特別会計

前年度比で、歳入は１億4,234

万5千円の増加、歳出は１億3,562

万１千円の増加となりました。

歳 入

歳 出

９億2,130万円

８億8,256万９千円

老人保健事業特別会計

前年度比で、歳入は2,621万４

千円の増加、歳出は1,908万８千

円の増加となりました。

歳 入

歳 出

８億1,117万６千円

７億8,391万６千円

国民健康保険事業特別会計

前年度比で、歳入は976万８千

円の減少、歳出は1,322万５千円

の増加となりました。

14年度決算
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第36回村民運動会が９月28日、村
総合運動公園で今年も盛大に開催さ
れました。
参加者たちは、どの競技にも白熱。

地区対抗戦では、橡久保が２年連続
の優勝を勝ち取りました。

盛り上がった「年代別リレー」

それ、引っぱれ～（綱引き）

野菜を落とさないように（農産物レース）

バトンリレー（小中学生リレー0）

毎年、子どもたちに大人気（パン食い競争）

ペットボトルを運ぶ「ペットでＧＯY」

Ｖ２
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地
　
区
　
名

下

宿

・

入

沢

松

ノ

木

平

入

原

中
宿
・
中
内
出
・
常
木

追

分

・

赤

谷

長
者
久
保
・
大
河
原

滝
久
保
・
池
原

赤

城

原

永

井

生

越

鎌
沢
・
上
組
・
中
組

滝
寺
・
南
内
出
・
上
内
出

吹

張

・

宿

中

野

川

額

田

岸

・

大

堀

橡

久

保

順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

小中学校･保育園で運動会
村内の小中学校・保育園で、９月中旬から下旬に

かけて秋の大運動会が行われ、子どもたちはそれぞ
れ元気いっぱいに競技していました。

大河原小学校 南小学校

ニッコリ笑顔の「なかよしリレー」

ジャンプ、ジャンプ（障害物レース）

第二保育園

東　小　学　校

昭和中学校

子育保育園

第一保育園
白熱した

応援にも力が入ります

第36回村民運動会

橡久保が
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高
橋
政
男
さ
ん
（
橡
久

保
北
部
）か
ら
こ
の
た
び
、

村
に
金
魚
600
匹
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

金
魚
は
高
橋
さ
ん
が
増

や
し
た
も
の
で
、
今
年
の

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

孵
化
。

10
月
５
日
に
行
わ
れ
た

昭
和
の
秋
ま
つ
り
の
金
魚

す
く
い
で
使
用
さ
れ
ま
し

た
。高

橋
さ
ん
、
温
か
い
心

遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

TO
P
IC
S

一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
秋
恒
例
の
諏

訪
ま
つ
り
が
川
額
・
森
下
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

９
月
28
日
・
29
日
に
は
、
川
額
八
幡
宮
で
開

催
。
29
日
の
夜
９
時
30
分
す
ぎ
に
は
、
ま
つ
り

も
最
高
潮
に
達
し
、７
回
め
ぐ
り
が
ス
タ
ー
ト
。

川
額
上
・
下
の
２
基
の
ま
ん
ど
う
が
、
境
内
に

威
勢
良
く
入
場
し
、
激
し
く
突
っ
か
け
（
ぶ
っ

つ
け
）
ま
し
た
。

一
方
、
森
下
地
区
で
は
９
月
30
日
、
10
月
１

日
に
、
森
下
大
森
神
社
で
開
催
。
こ
ち
ら
も
２

日
目
の
午
後
９
時
30
分
す
ぎ
に
な
る
と
、
青
年

団
ら
に
よ
る
八
木
節
の
最
中
に
森
下
上
・
中
・

下
の
３
基
の
ま
ん
ど
う
が
そ
れ
ぞ
れ
入
場
。
境

内
い
っ
ぱ
い
の
見
物
客
の
中
、
迫
力
あ
る
７
回

め
ぐ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

諏
訪
ま
つ
り
で

ま
ん
ど
う
を
激
し
く
ぶ
つ
け
合
う

高
橋
さ
ん
（
橡
久
保
北
部
）

が
金
魚
を
寄
贈

威勢よく担ぎ回る子どもたち

シャン、シャン、シャン♪

浴衣似合うでしょ！！



糸
井
南
部
老
人
会
で
は
９
月
２

日
、
昭
和
中
学
校
通
学
路
（
吹
張
区

内
）
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
会
員
30
人
あ
ま
り
が
手

ガ
マ
や
草
刈
り
機
を
持
参
し
、
午
前

８
時
か
ら
作
業
を
開
始
。
手
際
の
良

い
作
業
で
、
一
時
間
あ
ま
り
で
通
学

路
が
サ
ッ
パ
リ
し
ま
し
た
。
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糸
井
南
部
老
人
会
が

通
学
路
の
草
刈
り
に
汗

村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
村
内
の
80
歳

以
上
の
お
年
寄
り
554
人
に
敬
老
祝
金
を
贈
り
ま

し
た
。

80
歳
か
ら
89
歳
の
お
年
寄
り
に
は
、
各
地
区

の
民
生
委
員
が
担
当
。

90
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
は
９
月
８
日
、

加
藤
村
長
・
高
橋
同
協
議
会
長
、
民
生
委
員
代

表
ら
が
訪
問
し
ま
し
た
。

加
藤
村
長
は
糸
井
・
貝
野
瀬
方
面
を
訪
問
。

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
、
祝
金
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

80
歳
以
上
の
お
年
寄
り
554
人
に
敬
老

祝
金
を
贈
る

赤
城
高
原
農
業
観
光
協
会

り
ん
ご
部
会
で
は
９
月
６

日
、
滝
寺
り
ん
ご
団
地
で

「
り
ん
ご
あ
ん
ぴ
ん
村
」
と

題
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
会
員
33
人
が
参

加
し
、リ
ン
ゴ
大
福
を
配
布
。

つ
き
た
て
の
餅
を
使
用
し
た

大
福
に
、「
つ
が
る
」
と
「
さ

ん
さ
」
の
２
種
類
の
リ
ン
ゴ

の
果
肉
を
入
れ
た
「
り
ん
ご

あ
ん
ぴ
ん
」
を
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

後
藤
忠
彦
会
長
は
「
村
の

う
ま
い
リ
ン
ゴ
を
Ｐ
Ｒ
で
き

れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
味
な
の
？

リ
ン
ゴ
大
福

県
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
交
通
安
全
フ
ェ

ア
が
９
月
25
日
に
赤
城
高
原
Ｓ
・
Ａ

（
上
り
）で
行
わ
れ
、
子
育
保
育
園
児

が
交
通
安
全
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
高
速
道
路
の
利
用

者
に
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
実

施
。
ま
た
一
人
ひ
と
り
警
察
の
制
服

に
着
替
え
、
写
真
撮
影
し
ま
し
た
。

赤
城
Ｓ
・
Ａ
で

園
児
た
ち
が
交
通
安
全
Ｐ
Ｒ

TO
P
IC
S

村のできごと ９月～10月

手際の良い作業で道路脇はサッパリ

ミスハイウェイぐんまと記念撮影

敬老祝金と座ぶとんを贈る加藤村長

おいしくできたかな



「
昔
は
食
料
が
な
か
っ
た

か
ら
、
何
を
食
べ
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
ね
。
ほ
ん
と

昔
の
麦
飯
は
う
ま
か
っ
た
。

今
は
ぜ
い
た
く
に
慣
れ
ず
ぎ

て
、
食
べ
物
に
昔
の
よ
う
な

お
い
し
さ
を
感
じ
ま
せ
ん

ね
」
と
昔
を
振
り
返
る
一
さ

ん
と
チ
ヨ
子
さ
ん
。「
こ
の

50
年
は
ほ
ん
と
早
か
っ
た
で

す
ね
。
無
我
夢
中
で
生
き
て

き
た
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に

歳
を
と
っ
て
い
た
気
が
し
ま

す
。
気
持
ち
は
若
い
時
の
ま

ん
ま
な
ん
で
す
よ
」
と
笑
っ

て
話
し
ま
す
。

「
そ
れ
が
今
は
足
腰
が
弱

く
な
っ
て
、す
ぐ
疲
れ
て
ね
。

今
の
時
期
に
な
る
と
、
昔
は

毎
年
キ
ノ
コ
採
り
に
出
か
け

た
も
の
で
す
が
、
今
は
無
理

で
す
ね
」
と
一
さ
ん
。
そ
う

は
言
う
も
の
の
、
一
さ
ん
の

日
課
は
自
家
菜
園
の
世
話
だ

と
か
。「
毎
日
と
り
あ
え
ず

は
畑
に
行
っ
て
み
る
ん
で
す

よ
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
チ
ヨ
子

さ
ん
は
「
昔
か
ら
私
の
趣
味

は
草
む
し
り
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
が
今
は
腰
が
駄
目

で
、
日
課
と
い
え
ば
家
の
ニ

ワ
ト
リ
の
餌
や
り
で
す
ね
。

夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
は

「
お
互
い
を
あ
ま
り
悪
く
見

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と

２
人
。「
こ
れ
か
ら
も
あ
わ

て
な
い
で
、
１
年
で
も
余
分

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
声

を
合
わ
せ
ま
し
た
。 関　上　　　一さん (78歳)

チヨ子さん (78歳)
・入沢

新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

「
夫
婦
は
支
え
合
い
」

（昭和28年９月19日入籍）

P物事に取り組むと、一生
懸命に頑張る子です。友達
も多くて、休みの日にはカ
ードやゲームで遊んでいま
す。家の手伝いもよくして
くれて、米をといだり茶碗
を洗ってくれたりしていま
す。（親から）

P映画と温泉によく連れて行って
くれる優しいお父さん。最近は仕
事の帰りが早くなったので、将棋
をしたり、宿題を教えてくれます。
映画は１か月に２回は連れて行っ
てくれて、最近では「パイレー
ツ・オブ・カリビアン」が面白か
ったです。（子から）

森下上組
・

澤　浦　與志夫さ　ん（50歳）
甲　來く　ん（11歳）

細かいことをあまり
注意しないで、もっと
大きく見てね。それと、
今年は温泉に２泊で旅
行に連れていってほし
いな。
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物事をやる前に、あ
きらめてしまうことが
あるので、何事にも前
向きに取り組んでほし
いな。



私
は
、
今
ま
で
生
き
て
き
て
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会

っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
一
番
始
め
に
会
っ
た
の
は
、
両

親
で
あ
り
、
家
族
で
あ
る
。
今
、
私
が
こ
の
家
族
の
一

員
で
あ
る
こ
と
を
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え
る
。

大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
を
経

験
し
て
き
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
人
間
関
係
の
大
変
さ

を
思
い
知
っ
た
。
自
分
に
と
っ
て
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
相
手
に
よ
り
、
自
分
自
身
が
成
長
で
き
る
部
分
が
あ

る
し
、
ど
ん
な
出
会
い
に
も
無
駄
な
も
の
は
な
い
と
思

う
。
だ
か
ら
今
ま
で
の
出
会
い
、
こ
れ
か
ら
の
先
の
出

会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
「
き
ち
げ
え
の
里
」
の
み
ん
な
と
出
会
え
た

こ
と
、
こ
の
中
で
し
か
味
わ
え
な
い
楽
し
み
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
、
サ
イ
コ
ー
で
す
。

50
年
後
に
は
、み
ん
な
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
だ
け
ど
、

「
昭
和
の
湯
」
あ
た
り
で
元
気
い
っ
ぱ
い
カ
ラ
オ
ケ
と

か
し
て
る
か
も
…
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
？
め
ぐ
み
さ
ー

ん
。
…
へ
つ
づ
く
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
大
谷
恵
美
さ
ん
（
23
歳
・
宿
）

で
す
。

今
月
の
カ
ッ
プ
ル
は
、「
頼
り
に

な
る
」
卓
巳
さ
ん
と
「
理
解
の
あ
る
」

優
子
さ
ん
の
登
場
で
す
。

２
人
は
７
年
前
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
で
出
会
い
ま
し
た
。「
小
さ
く
て

カ
ワ
イ
イ
人
」（
卓
巳
さ
ん
）、「
だ

る
そ
う
な
人
」（
優
子
さ
ん
）
が
お

互
い
の
第
一
印
象
。
そ
ん
な
２
人
の

お
付
き
合
い
は
そ
れ
か
ら
間
も
な
く

ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
、
ほ
と
ん
ど

毎
日
の
よ
う
に
会
っ
て
い
た
と
か
。

思
い
出
の
デ
ー
ト
は
つ
き
合
い
始

め
て
２
年
目
の
千
葉
・
幕
張
で
の
デ

ー
ト
。「
と
に
か
く
ホ
テ
ル
代
と
そ

の
駐
車
料
金
の
高
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。

今
で
も
よ
く
そ
の
時
の
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
」
と
苦
笑
。

８
月
に
は
７
年
の
交
際
期
間
を
経

て
、
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
結
婚

式
は
11
月
に
挙
式
予
定
で
、
新
婚
旅

行
も
計
画
中
だ
そ
う
で
す
。

卓
巳
さ
ん
は
現
在
、
昭
和
村
社
会

福
祉
協
議
会
へ
勤
務
。
新
治
村
出
身

の
優
子
さ
ん
は
、
現
在
沼
田
市
の
㈱

オ
リ
エ
ン
ト
に
勤
務
。
主
婦
業
に
も

奮
闘
し
て
い
る
そ
う
で
、「
家
計
簿

に
も
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
す
」
と
ニ

ッ
コ
リ
。

「
出
会
っ
て
か
ら
７
年
が
経
ち
ま

す
が
、
不
思
議
な
く
ら
い
ず
っ
と
仲

が
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と
振
り
返
る

２
人
。「
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
の
よ

う
に
ず
っ
と
仲
良
く
幸
せ
で
い
た
い

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新　木　卓　巳さん（25歳）
優　子さん（25歳）

（平成15年８月31日入籍）

「
い
つ
ま
で
も
ず
っ
と
仲
良
く
」

佐々木　さん

(松ノ木平第二・24歳)

・橡久保南　部(中島)

出
　
会
　
い
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ひょうどう かんさくん
（子育保・６歳）

「
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
し
か

に
お
せ
ん
べ
え
を
あ
げ
ま

し
た
」。

旅
行
の
絵

くぼた　まみちゃん
（子育保・６歳）

「
大
好
き
な
く
だ
も
の
を
た

く
さ
ん
入
れ
ま
し
た
」。

く
だ
も
の
か
ご
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村
へ
の
ご
意
見
や
皆
さ
ん
の
身
近

で
起
こ
っ
た
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
役
場

企
画
課
広
報
統
計
係
「
み
ん
な
の
オ

ア
シ
ス
」
で
す
。
お
便
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

10月１日付　　総務課長　関上政
三（税務課長）、 税務課長　　下
民衛（産業課長）、 産業課長　林
栄一＝昇任（産業課参事）、 産業
課係長　川端宏行（総務課付利根沼
田任意合併協議会事務局派遣）。９
月30日付　退職　織田澤寛示（総務
課長）。

皆さん、ぜひご利用ください

村　上　春　樹
芥川賞受賞作品

〃

午前10時～午後２時
〃
〃

10月18日(土)
11月１日(土)

15日(土)

期　　日 時　　　間 図書室の特集

第１・３土曜は図書室へ

■内容 図書の貸し出し、

紙芝居など

■問い合わせ

村教育委員会事務局

1２４－５１２０

い
つ
も
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

夏
休
み
も
終
わ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
お
友
達
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

学
校
に
行
き
ま
し
た
。

今
年
は
親
子
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
体
験
で
き
た
夏
休
み
で
し
た
。

村
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
の
親
）

「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
の
招
待
券

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
笑
い
あ
り
、
驚
き
あ
り
、
ス
リ

ル
あ
り
で
手
に
汗
を
感
じ
る
の
が
分

か
り
ま
し
た
。

と
て
も
す
て
き
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人
で
も
多

く
の
人
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｋ
さ
ん
）

中
体
連
で
活
躍
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
、
皆
い
き
い
き
し
て
目
の
輝
き

が
あ
り
ま
す
ね
。

ま
た
、
何
か
を
や
り
遂
げ
た
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
の
は
う
れ
し

い
も
の
で
す
。
個
人
的
に
で
す
が
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
皆
さ
ん
、
今
度
は

郡
大
会
で
１
勝
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
１
勝
と
は
言
わ
ず
、
優
勝
な

ん
か
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
も
っ
と
も

っ
と
い
い
で
す
ね
。（

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
）

干
し
柿
の

の
れ
ん
が
黒
く

甘
く
な
る山

口
誓
子

わ
ら
屋
根
の
軒
先
に
吊
し
た
干
柿
は
、

日
本
の
農
村
の
秋
の
原
風
景
で
す
。

こ
の
季
節
、
村
内
で
も
軒
先
や
庭
に
吊

し
て
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

干
柿
は
も
と
も
と
渋
柿
を
甘
く
す
る

た
め
に
考
案
さ
れ
た
手
法
で
す
。
一
般

的
に
は
実
っ
た
柿
の
皮
を
む
き
、
へ
た

の
部
分
と
へ
た
に
つ
い
た
部
分
の
枝
を

Ｔ
字
型
に
残
し
、
こ
れ
を
縄
に
適
当
な

間
を
お
い
て
は
さ
ん
で
、
縄
の
れ
ん
の

よ
う
に
吊
し
て
干
し
ま
す
。
ま
た
、
串

柿
と
い
っ
て
、
皮
を
む
い
た
柿
を
串
に

刺
し
て
、
そ
れ
を
す
だ
れ
式
に
干
す
方

法
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
長
い
縄
に

柿
を
付
け
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
に
両

端
を
吊
し
て
干
す
方
法
も
あ
る
そ
う
で

す
。 歳 時 記

干
　
柿

「
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
」

「
楽
し
い
夏
休
み
」

「
子
ど
も
達
の
笑
顔
、

輝
い
て
い
ま
す
ね
」

役場人事異動

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

▲
▲
▲

▲

▲
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■もんだい　
14年度の決算が認定されました。歳出

は37億8894万８千円でした。村の運営
には、毎年たくさんのお金がかかります
ね。
では、問題です。歳入は？？億2,966

万５千円だったでしょうか。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなたでも応
募できます。s賞品＝正解者の中から５人に図書券
1,000円分を差し上げます。s締め切り＝11月４日
(火)。s発表＝11月号「広報しょうわ」。s答えは必ず
ハガキに書き、下記要領で応募してください。

u９月号のクイズの答えは、「17か所」でした。
応募総数は９通。当選者は次のとおりです(敬称
略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

3 7 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

応募規定

皆
さ
ん
か
ら
の

イ
ラ
ス
ト
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成６年に「気の合う仲間で趣味を楽しもう」と発足。会は

「秋桜」と「すみれ会」の２つのグループで構成され、会員は村

内全域の22人です。会では、年２回、２か月間昭和の湯に作品

を展示。また村の文化祭へも毎年出展しています。ちぎり絵の

魅力については、「やればやるほど深みやおもしろみを感じます。

作品が完成したときの喜びは格別です」と堤さん。「ちぎり絵は

老人になっても一人でできます。お金もかからないしお勧めで

す」。入会を希望する人は堤宅1２４－６５６４まで。

わたしも

いきいきサークル ⑲

「完成した時の喜びは格別です」
昭和村
ちぎり絵愛好会

代表／堤　みゑ

冷
夏
に
て
悩
ま
さ
れ
た
る
稲
作
も

持
ち
直
し
た
り
頭
垂
れ
そ
む

林
　
　
み
よ

歩
き
つ
つ
予か

ね
て
見
置
き
し
ス
ス
キ

切
り
黄
菊
を
添
へ
て
月
に
供
へ
る
　

川
端
　
も
と

難
病
の
手
術
越
え
来
て
今
を
生

き
る
仕
合
は
せ
思
ひ
つ
つ
大
根

を
蒔
く

和
南
城
き
の
江

見
上
げ
れ
ば
月
に
寄
り
添
い
光
り

を
り
六
万
年
に
一
度
の
火
星

林
　
　
マ
ス

巡
回
バ
ス
運
行
決
る
山
里
の
生
れ

処
を
ひ
と
日
に
五
回
迴
る
と

堤
　
み
ゑ

今
の
世
に
硝
子
吹
き
ゐ
る
職
人
が

つ
と
立
ち
し
と
き
腰
伸
び
き
ら
ず

今
井
與
兵
衛
　

き
の
こ
取
り
に
連
れ
て
行
く
ベ
エ

と
言
ひ
く
れ
し
祖
父
思
ひ
出
す
朝

茶
供
へ
つ
つ
　
　

萩
原
　
栄
子

霧
深
き
朝
の
小
径
に
紫
に
咲
く
秋

あ
ざ
み
ぬ
れ
て
色
増
す須

藤
　
澄
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

一
病
は
秘
め
て
納
涼
踊
り
の
輪

関
上
喜
代
始

人
生
の
長
き
喜
び
涼
み
台大

河
原
一
郎

畳
替
え
青
き
香
り
や
夕
涼
み

新
木
　
武
治

手
花
火
で
遊
ぶ
子
供
と
納
涼
け
り

坂
田
　
保
男

濃
霧
晴
れ
景
色
は
廻
ぐ
る
高
速
路

横
坂
　
庄
三

峽
村
の
日
暮
は
佗
し
納
涼
台

林
　
　
町
子

空
も
地
も
一
つ
の
闇
の
遠
花
火

須
藤
　
澄
子

園
児
等
の
歓
声
踊
る
納
涼
祭

梅
沢
　
ま
つ

★ 小　山　光　美 (13 歳 )
★ 真　下　香　奈 (10 歳 )
★ 真　下　美　樹 ( ６ 歳 )
★ 鈴　木　佐代美 (48 歳 )
★ 高　橋　紀　明 (12歳 )

大 河 原
森 下 下
森 下 下
橡 久 保 北
入 原 上

神
乃
樂

▼
▼



建
物
（
家
屋
）
に
は
、
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
を
新
築
、
増
改
築
、
取
り

壊
し
た
時
、
ま
た
用
途
変
更
し
た

時
は
忘
れ
ず
に
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
屋
調
査
の
回
覧
を
、

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
発
送
し
ま
し

た
の
で
、記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

該
当
す
る
お
宅
に
は
、
後
日
、
係

員
が
う
か
が
い
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
資
産
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
の
中
は
健
康
の
入
口
で
す

が
、
日
頃
健
康
に
気
を
つ
か
う
人

も
見
落
と
し
が
ち
で
す
。

「
う
ま
く
か
め
な
い
」、「
義
歯

の
手
入
れ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
持

ち
、
歯
医
者
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

歯
科
衛
生
士
が
歯
科
相
談
に
ご
自

宅
ま
で
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
課
よ
り
お
知
ら
せ
で
す
。

農
薬
を
使
用
す
る
人
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
、
適
正
に
農
薬

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
安
全
使

用
基
準
を
必
ず
守
る
こ
と
。

②
農
薬
は
必
ず
施
錠
で
き
る
場
所

に
保
管
す
る
こ
と
。

③
農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、
周
辺

へ
の
飛
散
は
防
止
す
る
こ
と
。

④
農
薬
の
容
器
の
洗
い
水
は
、絶

対
に
河
川
に
流
し
込
ま
な
い
こ

と
。

⑤
帳
簿
を
作
成
、記
入
す
る
こ
と
。

無
登
録
農
薬
を
使
用
し
た
場
合

は
、
使
用
者
が
罰
則
の
対
象
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用

に
際
し
て
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
農
協
、
ま
た
は
農

業
総
合
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
連
絡
先

利
根
農
業
総
合
事
務

所
1
２
３
―
０
３
３
８

「
昭
和
の
湯
」
に
10
月
21
日

（
火
）、
行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

年
金
や
登
記
、
道
路
な
ど
の
こ
と

に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
、
要
望

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
員
は
加
藤
武
さ
ん
（
森
下

中
）
で
す
。

■
開
設
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

電
話
で
も
相
談
は
受
け
付
け
ま

1 4

新
築
・
増
築
・
建
物
を

壊
し
た
ら
ご
連
絡
を

税
務
課
　
内
線
29

農
薬
は
適
正
に
使
用

し
ま
ょ
う産

業
課
　
内
線
34

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
歯
科
相
談

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

10
月
21
日(

火)

に

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課
　
内
線
14

作ってみようZツリーハウス
昭和村商工会青年部では、「人と山とのつな

がり（山へ行こう）」をテーマとした昭和村大

自然教室を行います。

今回は、木の上の家「ツリーハウス」作りを

行います。

子どもだけでなく、親子でも参加できます。

皆さんお気軽にご参加ください。

■期日 10月19日（日）、雨天決行

■時間 午前９時～午後３時（集合は午前８時

30分）

■場所 昭和の森山荘

■内容 ①ツリーハウス作り、②アウトドアク

ッキングなど

■参加対象 小学生～大人まで（小学１年～２

年生は保護者同伴）

■定員 約50人（保護者は除く）

■参加費（１人につき） 子ども2,000円（昼

食、温泉入浴券、保険料込み）、保護者1,000

円（ 〃　）

■申し込み・問い合わせ 昭和村商工会1２

３－２９１８

■主催 昭和村商工会青年部



スマップの木村君のエッセ
イです。メンバー、家族など
いろいろなことを語ってくれ
てます。１度は読む価値あり
ですよY 

1 5

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕

生
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。（
年
金
を
受
け
て
か
ら
一
年

以
内
と
年
金
の
全
額
支
給
停
止
は

除
く
。）
現
況
届
は
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
年
に
一
度
確
認
す
る
大
切

な
届
出
で
す
。

誕
生
月
の
初
旬
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
50
円

切
手
を
貼
っ
て
誕
生
月
内
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
提
出
が
遅
く
れ
る
と
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
紛
失
し
た
場
合
は
、
役
場

住
民
課
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
籍
や
職
業

に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。

加
入
者
は
、
次
の
３
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
…
農
業
・
自

営
業
・
学
生
な
ど
。

○
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

人
。

○
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
。

す
。
詳
し
く
は
加
藤
宅
1
２
４
―

６
８
３
９
、
ま
た
は
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
20
日
（
月
）
〜
26

日
（
日
）
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

昭
和
村
母
子
計
画
作
成
の
た
め
、

子
育
て
に
関
す
る
意
見
を
聞
か
せ

て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
懇
談
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
期
日

11
月
18
日
（
火
）

■
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所

村
保
健
セ
ン
タ
ー

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村公民館図書室の本を紹介します。
一読してみてください。
このほかにも、たくさんの楽しい

本が皆さんを待っています。月曜日
～金曜日（午前８時30分～午後６時）
は図書室へどうぞ。

東京炎上！テロリストの要
求を呑まなければ首都が壊滅
する。Ｎ．Ｙ．東京…世界を
震撼させるテロの連鎖。日米
首脳の苦渋の決断が下った。

「無限連鎖」

著書 楡　周平

文藝春秋

「開放区」

著者　木村拓哉

集英社

若松寿は、転校して来てク
ラスメートにいじめられまし
た。それを助けようとしてが
んばる柴田鉄二。そんな５年
３組の心温まるお話です。

「のんびり
転校生事件」

新日本出版社

文　後藤竜二
絵　田端精一

ワニぼうのおとうさんが、
こいのぼりをまねて「ワニの
ぼり」をした。ワニぼうもま
ねして「ワニのぼり」をした。
すると…。

「ワニぼうの
こいのぼり」

文　内田麟太郎
絵　高畠　　純

文渓堂

現
況
届
は
誕
生
月
に
提
出
し
ま
し

ょ
う

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
全
員
が
加
入
し
ま
す

募集Z成人式企画運営委員

子
育
て
の
意
見
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

平成16年１月11日（日）に開催予定の「第46回昭和村成人式」

の企画運営委員を募集します。自薦他薦は問いません。皆さん、ど

しどしご応募ください。

■募集委員数 昭和村在住で、新成人になる男性５人、女性５人

（昭和58年４月２日生～59年４月１日生）。

■検討事項 式典・アトラクション等の

内容、記念品、式典運営

■会議の回数 ３回程度

■応募締め切り 10月31日（金）

■問い合わせ 村教育委員会事務局

124－５１２０

本 と ハ ッ ピ ー

第45回成人式より



▼
期
日

10
月
28
日
（
火
）

▼
時
間
・
内
容

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
…
光
の
実
験
や
簡
易

分
光
器
の
工
作
を
行
い
、
デ
ジ

カ
メ
で
ス
ペ
ク
ト
ル
を
撮
影
。

午
後
７
時
〜
９
時
…
デ
ジ
カ
メ

で
星
座
の
天
体
写
真
を
撮
影
。

▼
会
場

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

（
高
山
村
中
山
）

▼
費
用

無
料

▼
持
参
品

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

▼
申
込
方
法

当
日
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
立
ぐ
ん
ま

天
文
台
1
０
２
７
９
―
７
０
―

５
３
０
０

平
成
15
年
度
の
群
馬
県
最
低

賃
金
は
据
え
置
き
に
な
り
、
14

年
10
月
１
日
改
正
の
最
低
賃
金

を
適
用
し
ま
す
。

群
馬
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
と
雇
い
主
（
鉄
鋼
、
一
般

機
械
、
電
気
、
輸
送
業
は
除
く
。）

に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
も
う

一
度
最
低
賃
金
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
1
０
２
７

―
２
１
０
―
５
０
０
５

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱

期
に
引
き
揚
げ
て
き
た
人
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け

た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
返
し
て

い
ま
す
。

手
続
き
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
が
電
話
や
郵
便
で
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど

う
か
不
明
の
場
合
は
調
査
も
で

き
ま
す
。

お
心
当
た
り
の
人
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

東
京
税
関
前

橋
出
張
所
〒
３
７
１
―
０
０
２

６
前
橋
市
大
手
町
２
―
10
―
５

1
０
２
７
―
２
２
１
―
５
２
８

４▼
開
催
日
程

①
11
月
18
日

（
火
）
〜
21
日
（
金
）
の
４
日
間
、

②
16
年
２
月
17
日
（
火
）
〜
20

日
（
金
）
の
４
日
間

▼
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

▼
会
場

①
新
治
村
公
民
館

（
新
治
村
布
施
３
６
５
）、
②
沼

田
市
中
央
公
民
館
（
沼
田
市
東

倉
内
町
８
２
９
―
１
）

▼
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
、
電
子
メ
ー
ル

の
送
受
信

▼
定
員

①
20
名
、
②
19
名

▼
費
用

無
料

▼
申
込
方
法

は
が
き
に
開
催

日
、
会
場
名
、住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
投
函
。

▼
申
込
締
切
日

①
10
月
29
日

（
水
）
必
着
、
②
16
年
１
月
28
日

（
水
）
必
着

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト

「
光
と
デ
ジ
カ
メ
を
楽
し
も
う
」

◆
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

▼
催
し
も
の

群
馬
県
の

最
低
賃
金
は
644
円
で
す

◆
群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

引
揚
者
が
税
関
に
預
け
た

通
貨
を
返
し
ま
す

◆
東
京
税
関
前
橋
出
張
所

▼
お
知
ら
せ
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関屋工業団地のコスモス畑の種取りを行います。

ご家族、お友達を誘ってぜひ、参加してください。

■日時 10月26日（日）、午前９時～11時

■場所 関屋工業団地公園予定地

■対象 どなたでも参加できます

■服装 長そでのシャツ、長ズボン、長ぐつ、手袋（軍手）

■持ち物 飲み物、雨具、箕
み

のようなもの

■駐車場 公園予定地の隣の臨時駐車場

■その他 雨天等による中止の連絡は、午前８時頃オフト

ークで連絡します。

■問い合わせ 役場企画課1２４－５１１１（内線３２）

パ
ソ
コ
ン
基
礎
技
能

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

◆
県
庁
情
報
政
策
課

国土交通省では、10月を強化月間
として「自動車点検整備推進運動」
を実施します。
自動車の不具合による交通事故や

公害防止のため、日常点検・定期点
検を実施し、自動車の適切な維持管
理を行いましょう。
■問い合わせ
関東運輸局群馬
運輸支局整備課

1027－263－

4422

検・整備
しないとあぶないよ！点



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じま

す。

◆日時：11月７日（金）、午前

10時～午後３時、◆会場：役場

会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの

人は、ご相談ください。役場保健

師が相談を受けます。◆日時：

10月30日（木）、午後１時～４

時、◆場所：村保健センター1２

４－５１４２。

「眠れない」、「イライラして落

ちつかない」など、心に悩みを持

つ人はご相談ください。専門家が

相談に応じます。◆日時：11月

７日（金）、午後１時30分～（事

前に電話予約を）、◆会場：沼田保

健福祉事務所1２３－２１８５。

夫やパートナーからの暴力、職

場でのセクシャル・ハラスメン

ト、ストーカーなどで困っている

女性の相談に女性人権擁護委員が

応じます。◆日時：11月20日（木）、

午前10時～午後４時◆特設電話番

号1０２７－２４３－０００８

自動車損害賠償責任保険・任意

自動車保険請求の無料相談を行っ

ています。◆日時：平日午前９時

～正午、午後１時～５時◆前橋自

動車保険請求相談センター1０２

７－２２３－２３１６。

村県民税３期、水道料２期、
介護保険料４期は、10月31日
（金）が納期です。完納にご協力
ください。

今・月・の・納・期

交通事故相談

こころの健康相談

女性の人権ホットライン

健康相談

特設人権相談所
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▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
公
共
職

業
安
定
所
1
２
２
―
８
６
０
９

金
銭
の
貸
し
借
り
や
土
地
建

物
・
交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上

の
紛
争
及
び
相
続
・
親
子
・
夫

婦
間
の
も
め
ご
と
な
ど
家
庭
内

の
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

10
月
21
日
（
火
）、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

前
橋
地
方
裁
判
所
沼

田
支
部
（
沼
田
市
材
木
町
）

▼
相
談
員

裁
判
所
調
停
委
員
、

弁
護
士

▼
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
裁
判

所
沼
田
支
部
1
２
２
―
２
７
０

９

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
３

７
１
―
８
５
７
０
群
馬
県
総
務

部
情
報
政
策
課
1
０
２
７
―
２

２
６
―
２
３
３
２

群
馬
県
で
は
、
き
の
こ
の
ア

イ
デ
ア
料
理
を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
条
件

き
の
こ
を
用
い

た
未
発
表
の
料
理
。
き
の
こ
の

種
類
…
通
常
市
販
さ
れ
て
い
る

シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
マ
イ
タ

ケ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、

エ
ノ
キ
タ
ケ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
、

エ
リ
ン
ギ
。
材
料
費
…
応
募
１

作
品
４
人
分
で
２
、
０
０
０
円

以
内
。
調
理
時
間
…
１
時
間
以

内
（
乾
燥
き
の
こ
を
も
ど
す
時

間
は
除
く
。）

▼
応
募
方
法

作
品
の
カ
ラ
ー

写
真
（
サ
ー
ビ
ス
版
）
を
応
募

票
に
添
付
し
郵
送
。

▼
募
集
締
切

10
月
31
日
（
金
）

▼
書
類
審
査
日

11
月
21
日

（
金
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３

７
１
―
８
５
７
０
県
庁
林
業
振

興
課
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

係
1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
２

４
１労

働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
は
、
国
が
管
理
・
運

営
し
て
い
る
強
制
保
険
で
、
労

働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
れ

ば
、
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
明
な
点
や
加
入
手
続
き
、

保
険
料
負
担
等
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

◆
沼
田
公
共
職
業
安
定
所

おまわりさんからのお知らせ

ふれあいコンサートを開催
「おまわりさんのふれあいコ

ンサート」は地域とのふれあい

を深めるために年１回県内各地

で開催しています。

今年は、群馬県警音楽隊が創

立45年を迎えたため、警視庁音

楽隊と合同で開催します。

●期日 11月８日（土）

●開演時間 午後２時

●会場 群馬県民会館大ホール

●入場料 無料（先着順ですが

整理券が必要。）

●問い合わせ 警察本部広報係

1０２７－２４３－０１１０

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
し
ま
せ
ん
か

◆
県
庁
林
業
振
興
課

調
停
相
談
会
を実

施
し
ま
す

◆
前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支
部




